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冠動脈モダリティおよびデバイスによる中性脂肪蓄積心筋血管症の診断・治療の評価・

検討に関する研究 

 

研究分担者 天野 哲也 学校法人愛知医科大学  医学部  教授 

 

研究要旨 

中性脂肪蓄積心筋血管症（TGCV）は特徴的な冠動脈病変を有するが、その診断法・治療

法は充分に確立しておらず、より効果的な方法を模索・検討する必要がある。我々の課

題は、冠動脈デバイス（従来のステント治療）やモダリティー（血管内画像など）の観

点から、従来さらには今後見出される診断法・治療法を評価・検討することである。 

 

A. 研究目的 

 TGCV は難治性希少疾患である。難治性

であるがゆえに、国民の生活を脅かし、

かつ多くの医療資源が投与され医療経済

を圧迫している。そのため、診断を確実

に行い、効果的な治療を行うことが求め

られる。TGCV は特徴的な冠動脈病変を有

するが、その診断法・治療法は充分に確

立していない。冠動脈デバイス（従来の

ステント治療）やモダリティー（血管内

画像など）の観点から、従来さらには今

後見出される診断法・治療法を評価・検

討することが我々の課題である。 

 

B. 研究方法 

まず、潜在するTGCV症例を見出すために、

過去の診療記録から現行の診断に必須な

核医学検査（BMIPPシンチ）の施行の有無、

冠動脈造影検査を調査した。同時に、冠動

脈インターベンション（PCI）による治療

成績、臨床転帰を調査した。見出した生存

患者に対して、日常臨床の延長で従来治療

を行いつつも、今後、該当患者に治験薬の

投与を検討し、その効果を血管内モダリテ

ィー（血管内画像など）で評価する。 

具体的には当院および関連施設におい

て、2010～2018年における上記情報（BMI

PPシンチ、冠動脈造影検査の施行の有無、

PCIによる治療成績、臨床転帰）を後方視

的に調査した。先行研究ではTGCVは糖尿病

や血液透析との関連が示唆されるため、当

院では糖尿病におけるTGCV患者のPCI成績

（1年後の遅発性ステント内径損失、ステ

ント再狭窄および再血行再建率）、関連施

設では血液透析患者におけるTGCVの罹患

率と臨床転帰を調査した。 

（倫理面への配慮） 

いずれも対象となる患者もしくは患者

家族から同意を得ることはもちろん、それ

ぞれの施設において倫理委員会の承認を

得て行われている（当院：IRB承認番号20

18H319）（関連施設：IRB承認番号R1-23-

02） 
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C. 研究結果 

当院において、2010～2018 年の範囲で

526 人から 81 人の対象患者を後方視的に

抽出し、7人の TGCV群と 74人の対照群に

振り分け検討した。1年後の遅発性ステン

ト内径損失、ステント再狭窄および再血

行再建率を検討し、結果はそれぞれ遅発

性ステント内径損失（TGCV0.91mm; 対照

0.15㎜）、ステント再狭窄率（TGCV47％； 

対照 9％）および再血行再建率（TGCV33％； 

対照 6％）と TGCV 群でいずれも有意に高

率であった。また、TGCV はそのいずれに

おいても規定因子であることが示唆され

た。 

関連施設でも同様にして、2011～2017

年の範囲で血液透析における TGCVの罹患

率、臨床転帰を調査した。654 人から 83

人の対象患者を後方視的に抽出し、TGCV

群、TGCV 疑い群、対照群に振り分け検討

した。 

結果は、TGCV 群 17 人、TGCV 疑い群 22

人、対照群 44人であった。心血管死亡率・

非致死的心筋梗塞・非致死的脳梗塞によ

る主要複合エンドポイントは TGCV・TGCV

疑い群・対照群の順で有意に悪いことが

示された。また、主要エンドポイントに

血行再建率と心不全入院を加えた副次的

複合エンドポイントも同様に、TGCV・TGCV

疑い群・対照群の順で有意に悪いことが

示された。いずれのエンドポイントにお

いても TGCVが独立した規定因子となって

いた。 

 

D. 考察 

 これまで、TGCVに関する罹患率・予後

に関しては推計・症例報告といったデー

タしか存在しなかった。今回の調査で糖

尿病集団においては数％前後、透析集団

においては 20％前後の割合で TGCV が潜

在している可能性が示唆された。また、

糖尿病や血液透析患者の一部で、PCI成績

や臨床転帰が悪いことは周知の通りであ

るが、TGCVがその予後悪化に関係してい

る可能性が示唆された。次相治験が予定

されているカプリン酸を用いて、これら

従来治療の成績の変化を、引き続き冠動

脈デバイスやモダリティーの観点から評

価していく必要がある。 

 

E. 結論 

 以上、当該年度の研究結果として、糖

尿病集団において数％前後、透析集団に

おいては 20％前後の割合で TGCV が潜在

している可能性が示された。また、糖尿

病集団において、TGCV は有意に PCI 成績

を悪化させること、血液透析集団におい

ても同様に、TGCV は有意に臨床転帰を悪

化させることが示された。 

 

F. 健康危険情報 

 該当せず。 

 

G. 研究発表 

1. 論文発表 

1.Tomohiro Onishi, Yusuke Nakano, Ken
-Ichi Hirano, Yasuyuki Nagasawa, Toru
 Niwa, Atomu Tajima, Hideki Ishii, Hi
roshi Takahashi, Shinichiro Sakurai, 
Hirohiko Ando, Hiroaki Takashima, Tet
suya Amano.  
Prevalence and clinical outcomes of t
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Heart. 2021 Jan;107(2):127-134. doi: 
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2.Nakano Y, Suzuki M, Hirano KI, Ando
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H. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

 特記なし 

2. 実用新案登録 

 特記なし 

3. その他 

 特記なし 

 


